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8
月
24
日(

日)

～
25
日

(

月)

北
九
州
市
で
、
「
憲

法 

地
方
自
治
を
い
か

し
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

平
和
な
社
会
を 

仲
間
を

増
や
し
働
き
が
い
と
魅
力

あ
る
職
場
を
つ
く
り
、
公

共
を
取
り
も
ど
そ
う
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
自

治
労
連
第

47
回
定
期
大
会

が
開
催
さ
れ
、
全
体
の
代

議
員
は
２
７
１
人
、
女
性

比
率

32
％(

昨
年

25

％)

、

66

人
の
発
言

中
、
女
性
は

38
％
、

広
島
自
治
労
連
か
ら

8
名
が
代
議
員
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。 

 

経
過
報
告
、
議
案

提
案
に
続
き
2
日
間

の
発
言
は
、
ま
ず
青

年
を
中
心
に
、
続
い

て
単
組
、
県
本
部
の

組
織
拡
大
、
地
域
手

当
、
競
合
組
合
と
の

闘
い
、
会
計
年
度
任

用
職
員
処
遇
改
善
、

再
任
用
職
員
処
遇
問

題
、
職
場
自
治
研
、

後
半
は
平
和
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
闘
い

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

ど
の
発
言
も
「
公
共

を

取

り

も

ど

す

活

動
」
「
対
話
と
学
び

あ

い
」
の

視

点

こ

そ
、
住
民
と
職
員
を

守
り
、
幸
せ
に
つ
な

が
る
こ
と
を
訴
え
る

内
容
で
し
た
。 

 

総
括
答
弁
で
、
住
民
と

の
共
同
で
民
営
化
阻
止
、

長
時
間
労
働
や
人
員
不
足

の
実
態
調
査
を
、
地
域
手

当
は
基
本
給
に
入
れ
て
い

く
運
動
な
ど
、
す
べ
て
の

課
題
に
対
話
と
学
び
あ
い

を
位
置
付
け
よ
う
、
次
世

代
の
役
員
づ
く
り
を
め
ざ

そ
う
、
そ
し
て
、
住
民
の

命
と
く
ら
し
を
守
る
た
め

職
員
の
命
と
く
ら
し
も
守

ろ
う
、
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

今
年
は
役
員
選
挙
の
大

会

で

し

た
（
左

枠

内

参

照
）
。
新
中
央
執
行
委
員

長
は
京
都
自
治
労
連
の
福

島 

功
さ
ん
が
新
任
さ
れ
、

す
べ
て
の
議
案
も
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
終
了
し
ま

し
た
。 

 

8
月
9
日
～
10
日
、
全

国
障
害
者
問
題
研
究
会
第

59
回
全
国
大
会
２
０
２
５

広
島
が
開
催
さ
れ
、
障
害
児

者
、
そ
の
家
族
、
支
援
者
、

研
究
者
な
ど
の
仲
間
た
ち
１

３
０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま

し
た
。
一
年
前
か
ら
の
準
備

委
員
会
で
は
広
島
市
職
労
児

総
セ
ン
タ
ー
支
部
や
広
島
市

社
会
福
祉
事
業
団
労
組
が
中

心
と
な
り
取
り
組
み
ま
し

た
。 

 

記
念
講
演
で
は
「
平
和
と

は
何
か
～
世
界
の
ヒ
バ
ク

シ
ャ
の
視
点
か
ら
～
」
と
し

て
広
島
市
出
身
の
髙
垣 

慶

太
さ
ん
が
、
核
の
被
害
を
受

け
続
け
る
人
が
い
る
の
は
広

島
や
長
崎
だ
け
で
は
な
く
、

世
界
の
ヒ
バ
ク
シ
ャ
と
い
う

視
点
を
も
つ
こ
と
が
必
要
。

自
分
の
平
和
は
何
か
、
そ
れ

ぞ
れ
が
取
り
組
め
る
こ
と
を

活
か
し
て
い
こ
う
と
語
り
ま

し
た
。 

 

文
化
行
事
で
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
っ
た
の
は
、
２
０
０
人

弱
と
な
り
、
広
島
の
多
く
の

仲
間
が
縦
に
横
に
つ
な
が

り
、
乳
幼
児
期
の
親
子
の
ね

が
い
、
青
年
の
ね
が
い
、
な

か
ま
の
ね
が
い
が
歌
わ
れ
ま

し
た
。
「
平
和
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
題
し
た
動
画
で
は
被

爆
者
の
切
明 

千
枝
子
さ
ん

が
、
「
一
つ
ひ
と
つ
の
格
差

を
な
く
す
こ
と
が
平
和
に
つ

な
が
り
ま
す
」
と
語
り
か
け

ま
し
た
。 

 

10
日
は
分
科
会
、
講
座

が
行
わ
れ
、
他
県
か
ら
の
参

加
者
や
職
種
の
違
う
方
と
の

情
報
交
換
や
療
育
と
は
ま
た

違
う
視
点
で
の
ご
意
見
な
ど

も
伺
う
こ
と
が
で

き
、
多
く
の
こ
と

を
語
り
、
学
び
合

う
こ
と
の
で
き
た

有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。 

■…運動の４つの重点…■ 

１，憲法の理念を住民と共同の力で具体化し、公共を国民・住民の手に取りもどそう 

２，だれもが希望と意欲のもてる賃金制度と、働きがいと魅力ある職場をつくろう 

３，戦争国家づくり・改憲を阻止し、だれもが安心してくらせる平和な社会を実現させよう 

４，「対話と学びあい」を職場からひろげ、要求闘争と一体で組織の強化・拡大をすすめよう 

↑定期大会で発言する木下代議員(左)・ 

 浜崎代議員(中央)・三宅代議員(右) 

 全障研 第59回全国大会2025広島 開催！ 

 ステージでは広島の多くの仲間が願いを込めた歌を披露 

 

自治研のニュースタイトルと 

イメージキャラクターが 

決まりました！ 
 

 第18回地方自治研究全国集会in広島の

ニュースタイトルとイメージキャラク

ターについて、たくさんの投票ありがと

うございました。 

 それぞれ最優秀賞と特別賞が決定した

のでお知らせします！ 
  

◆◆ ニュースタイトル ◆◆ 
 

☆最優秀賞 
「LET’S GO ひろしま自治研」  
 

☆特別賞 

 「まなびん」 
 

◆◆イメージキャラクター◆◆ 
 

☆最優秀賞 

もみじっちん 
 

 

☆特別賞 

もみじちけんたろう  

自治労連第47回定期大会in北九州市 

執行委員長 
 福島 功（京都） 

副執行委員長 

 青池 則男（静岡） 
 山本 民子（東京） 

 吉田 佳弘（高知） 

書記長 

 橋口 剛典（愛知） 

書記次長 

 嶋林 弘一（滋賀） 

 松尾 泰宏（本部） 

mailto:hjrouren@urban.ne.jp
http://urban.ne.jp/home/hjrouren


 

 

ひろしま自治労連                          ２０２５年９月１５日号  

現業評議会第38回定期大会が

開催され、23地方組織・45単組よ

り90名が参加しました。 

経験と技術継承による専門性

をもち、有事の際に即座に公的責

任を果たすことのできる直営での

現業職員・現業職場の活動が報告

され、改めて我々の必要性・重要

性を共有。行政改革の名のもと削

られ続けてきた公共を取り戻すた

め、「現業署名」「現業大事だ！

キャンペーン」「10・15現業統一

行動」「学習交流集会」等を活動

の中心に据え、誰もが安心して暮

らせる社会を目指すことを確認し

ました。 

全ての議案及び提案が承認・

採択され、現業労働者が担う役割

を発揮できる体制と人員の確保・

処遇改善を勝ち取る決意を表明

し、「団結がんばろう！」と声を

合わせ、大会を終えました。 

 

現業評議会第38回定期大会 

 女性部第38回定期大会が開催

され、広島から2名の代議員と幹

事が参加しました。 

 来賓のあいさつで本部の橋口書

記長がご自身の職場体験から「男

性の目ではわからない女性差別が

あったが少しずつ改善されてき

た。社会で女性の果たすべき役割

は大きい」と述べました。 

 運動方針では、労働組合内で

ジェンダー平等の視点を反映させ

ること、性別や働き方の違いを乗

り越えて奮闘しよう、学習活動の

強化、幅広い女性との連帯で要求

を勝ち取ろうと提起されました。 

 討論では全国から13名が発言、

広島からは小笠原女性部長が平和

学習や広島市役所の女性トイレ増

設の取り組み等を発言しました。

次世代への役員交代問題があるな

か、各地で工夫を凝らし活動して

いることに励まされる大会でし

た。 

 

女性部第38回定期大会 

発
言
す
る
小
笠
原

部
長 

 

非正規公共評第33回定期大会 

 

保育部会定期総会 

非正規雇用・公務公共関係評

議会第33回定期大会では、広島の

加藤加代子代議員が運営委員長と

して選出されました。 

運動方針では、更なる賃上げ

と共に、会計年度任用職員の公募

の撤廃、休暇制度や手当を正規と

同等の待遇にすること等、公務公

共関係で働く全ての非正規職員が

安心して仕事ができる環境の確立

を目指すことが提案されました。 

その後の討論では、横田代議

員が広島における指定管理者制度

と公務公共職場の民間委託の問題

点について発言しました。 

役員体制では、学童連絡会か

ら選出されていた広島自治労連の

大内全国幹事が今回で退任となり

ました。新しい役員体制の下、今

までの成果を更なる運動へ繋げて

いけるよう、

奮闘すること

を意思統一し

ました。 

 

保育部会第38回定期総会が、

17地方組織37単組62人の参加で開

催されました。 

一年間の運動を総括し、少子

化が止まらない中でも全国的に解

消されない保育士不足、公立保育

園の廃止・民営化、ICT化に関わ

る課題、会計年度任用職員の問題

などが語られました。 

行動提起では、国や

自治体に向けた署名、

宣伝行動、要請行動な

どの諸行動で保育の市

場化に反対し、公的保

育制度の拡充と保育予算の大幅な

引き上げを求めること、職員の処

遇改善のための取り組み、憲法を

守り、平和・民主主義・くらしを

守る運動への取り組みなどが示さ

れました。公立保育所を守ること

は、保育の市場化に歯止めをか

け、市場から子どもを守ることに

つながると決意する総会でした。 

 

８
月

26

日
（
火
）

指
定
管
理
者
制
度
の
所

管
課
で
あ
る
企
画
総
務

局
と
の
対
市
交
渉
を
行

い
ま
し
た
。 

 

今
回
は
給
与
課
長
と

出
資
法
人
経
営
改
革
推

進
室
長
は
欠
席
と
な

り
、
分
権
・
業
務
改
革

担
当
課
の
み
の
出
席
と

な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
交
渉
ま
で
に
都

市
整
備
局
・
経
済
観
光

局
・
市
民
局
・
健
康
福

祉
局
・
こ
ど
も
未
来
局

と
の
交
渉
を
経
て
お

り
、
企
画
総
務
局
と
の

交
渉
は
そ
の
総
括
と
な

り
ま
す
。 

 

交
渉
に
関
し
て
、
導

入
か
ら

19
年
が
経
過

し
、
指
定
期
間
の
延
長

や
評
価
基
準
の
見
直
し

な
ど
の
改
善
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
指
定
管
理

料
は
近
年
の
人
材
不
足

や
物
価
高
を
背
景
と
し

た
運
営
費
用
の
大
幅
な

上
昇
に
対
応
で
き
て
い

ま
せ
ん
。 

 

広
島
市
は
公
共
の
福

祉
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

責
任
を
果
た
す
た
め
に

外
郭
団
体
を
設
立
し
た

は
ず
が
、
近
年
、
外
郭

団
体
が
管
理
す
る
施
設

が
、
公
募
の
末
に
指
定

管
理
者
か
ら
外
れ
、
民

間
委
託
と
な
る
ケ
ー
ス

が
増
え
ま
し
た
。 

 

対
象
と
な
っ
た
労
組

か
ら
は
、
こ
の
こ
と
で

職
員
は
大
き
な
不
安
と

危
機
感
を
抱
え
て
お

り
、
公
共
の
福
祉
と
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方

を
当
局
に
問
い
た
だ
し

ま
し
た
。 

 

ま
た
経
費
の
高
騰
を

受
け
、
指
定
管
理
途
中

で
も
管
理
料
の
増
額
を

受
け
な
い
と
、
現
場
は

止
ま
っ
て
し
ま
う
こ

と
、
施
設
の
老
朽
化
や

危
険
な
箇
所
の
修
繕
を

行
わ
な
い
と
、
利
用
者

や
職
員
の
命
に
関
わ
る

こ
と
も
訴
え
ま
し
た
。 

 

課
長
か
ら
の
回
答
で

は
、
必
要

な
こ

と
は

行
っ
て
い
る
、
管
理
料

不
足
は
市
全
体
で
の
優

先

順

位
が

あ
り
、
し

ぶ
っ
て
い
る
わ
け
で
な

い
、
な
ど
の
答
弁
に
終

始
し
ま
し
た
。 

 

よ
り
良
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
に
は
職
員

の
処
遇
や
労
働
環
境
の

改
善
は
必
須
で
す
。
引

き
続
き
、
労
組
の
団
結

を
強
め
、
要
求
実
現
へ

知
恵
と
力
を
結
集
し
て

い
き
ま
す
。 

 

物
価
高
騰
に
ほ
ど

遠
い
指
定
管
理
料 

労
組
へ
の
結
集
を

強
め
、
要
求
実
現 

企画総務局との交渉 

発言する横田 

代議員 

自治労連第47回定期大会 

補助組織・部会が定期大会（総会）を開催 

職場の仲間の要求を持ち寄り、 

実態を訴えよう 

現場の声が賃金引上げの原動力！ 

総決起集会「労働組合を知ろう」 
 ●9月27日（土）18時～20時 

 ●アステールプラザ４F 大会議室A 

  オンライン併用で開催します 

 ●内容：＊４単組からの活動報告 

      ＊特別報告「会計年度任用職員（旧嘱 

       託職員）が勝ち取ってきた成果」 

      ＊グループトーク 

      ＊行動提起等 

 主催：広島自治労連非正規連絡会ヒロシマ 

 お問い合わせ等は広島自治労連へ 
  ℡ 082-243-9240 email  hjrouren@urban.ne.jp 

「もっと聞きたい！仲間の仕事」 
 ◆10月19日（日）10時～12時 

 ◆ロードビルからオンライン併用 

 ◆内容：広島市児童相談所他  

      の仕事の話を聴きます 

 ◆どなたでも参加できます。 

  右の二次元コードから入室できます。 

 ◆午後からは広島自治労連第36回定期大会 

  を行います。大会参加については各単組の 

  役員にご確認願います。 


